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IODP Exp.337下北半島沖三陸沖堆積盆地試料の水理特性と間隙構造
Hydraulic properties and pore structure of the sedimentary rocks at Site C0020, IODP
Expedition 337 in Sanriku-oki basin
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海底下深部堆積物中の微生物のバイオマスは物理的、化学的、生物的要因によって支配される。地下深部環境ほど微生
物の数は減少し、その変動量や微生物生息限界深度はこうした要因により規制される。地下深部では堆積物は圧密・固
化作用を受けるため、堆積物の間隙率、透水性、間隙径は減少するが、これら物理的要因と地下生物圏バイオマスとの
関係はわかっていない。そこで本研究では、国際統合掘削計画（IODP）第 337次研究航海および「ちきゅう」慣熟航海
（CK06-06）によって採取された下北半島沖の三陸沖堆積盆地深部の堆積物の水理学的な物性測定（水ポテンシャル、透
水係数、間隙率）を行い、物性の深度分布を評価した。特に、水ポテンシャルが地下生物圏バイオマスの指標になるか
検討を行った。
水ポテンシャルの測定は市販の水分活性装置（Novasina社:LabTouch-aw、Dekagon社:WT4T）を用いて測定した。高

知コアセンターのコア保管庫から採取した直後、およびその試料を塩水（35‰）で再飽和した環境下でコア試料の水ポ
テンシャルを測定した。海底下深度 500mより浅い水ポテンシャルは-2.7～-4.1 MPa（水分活性 Aw=0.97～0.98）を示し、
また 1200m以深では-2.7～-5.5 MPa（Aw=0.96～0.98）のやや幅広い値を示した。水ポテンシャルと間隙率もしくは深度
は強い相関は認められなかったが、間隙率が低い、もしくは深度が深い試料は水ポテンシャルが小さくなる傾向が認め
られた。
コア試料を円柱形（外径 20mm、長さ 5～20mm）に整形して、封圧 1－ 42MPa（水圧 1－ 2 MPa）で室温下におい

て透水係数の測定を行った。間隙流体は蒸留水を用いて試料下流側を 1MPaの一定圧に制御して、試料上流側を 1.2－
1.8MPaに制御して測定を行った。いずれの試料も有効圧の増加とともに透水係数が減少し、その変化量は有効圧の増加
とともに小さくなった。また、減圧時の透水係数の変化は非常に小さかった。砂岩は泥岩と比較して 1～2桁低い値を示
し、泥岩については堆積深度の大きい試料が低い透水係数を示した。また、有効圧 10MPaほどで頁岩の透水係数の変化
がほとんど認められなくなった。
現段階では、水ポテンシャルとバイオマスの関係は明らかではない。水ポテンシャルは間隙構造や堆積物表面の吸着

特性とも関係することが考えられるため、今後、間隙分布と粘土鉱物含有量の測定を通して、海底下深部微生物のバイ
オマスと物理的環境との関係を明らかにしたい。
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